
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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◎今月の表紙

川久保宏憲さん　（27歳）
大島村

 かわくぼ　   ひろのり

　　

大
島
の
大
根
坂
地
区
で
、
葉
た
ば
こ
や
水
稲
・
畜

産
を
家
族
と
一
緒
に
営
む
川
久
保
宏
憲
さ
ん
。
爽
や

か
な
笑
顔
が
印
象
的
な
好
青
年
だ
。

　

川
久
保
さ
ん
は
、
猶
興
館
高
等
学
校
大
島
分
校
を

卒
業
し
、
諫
早
に
あ
る
県
立
農
業
大
学
校
に
進
学
後
、

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地
で
の
６
年
間
の
勤
務
を
経

て
、
今
年
の
４
月
に
大
島
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
大
根
坂
地
区
で
は
、
葉
た
ば
こ
農
家
が
16
軒

ほ
ど
あ
り
、
川
久
保
さ
ん
の
よ
う
に
後
継
者
と
し
て

大
島
に
戻
っ
て
き
た
若
者
も
多
い
。

　
「
葉
た
ば
こ
の
畑
は
機
械
が
入
ら
な
い
と
こ
ろ
が

多
く
、
手
作
業
で
収
穫
す
る
の
で
、
収
穫
時
期
に
は

家
族
総
出
で
作
業
を
し
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
そ
の

風
景
を
見
て
き
た
の
で
、
い
つ
か
は
跡
を
継
ご
う
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
仲
の
い
い
友
達
が
葉
た

ば
こ
農
家
の
跡
継
ぎ
と
し
て
先
に
帰
っ
て
き
て
い
た

の
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
若
い
人
が
い
な
い
と
張

り
合
い
が
な
い
で
す
か
ら
ね
。
今
後
は
、
牛
も
増
頭

す
る
予
定
で
、
牛
舎
も
新
し
く
建
て
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
畜
産
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
僕

た
ち
若
者
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
大
島
の
農
業
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。　

１１

大
島
男
子
！

俺
た
ち
が
農
業
で

           

大
島
を
盛
り
上
げ
る
！



●特別表彰【市政功労賞】
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●特別表彰【特別功労賞】
長崎大学病院へき地病院再生支援・教育機構     
           

　

■荻田浮立 ■田助ハイヤ節■生月勇魚捕唄■光の園保育園児
　による和太鼓

●名誉市民証書授与
 白濵　信 氏

● 彰【特別功労賞】特別表彰

氏白濵　信 氏

●特別表彰【市政功労賞】

● 彰【特別功労賞】特別表彰
へき地病院再生支援・教育機構長崎大学病院 構 

          
髙田　明 氏

●アトラクション

●「未来の平戸」中学生作文コンクール優秀作品表彰・発表

　平成27年10月１日、平戸市、生月町、田平町および大島村の１市２町１村の合併から10年を迎えることを記念し、
平戸文化センターにおいて市制施行10周年記念式典を開催しました。式典では、市民および関係者など約500人が
見守る中、市政に貢献された皆さんに対し名誉市民証書授与・特別表彰のほか、保育園児による和太鼓や伝統芸能
の披露、中学生による「未来の平戸」をテーマにした作文発表を行いました。

世代を超えた共生・融合を図り
新たな飛躍に向けて

▲中部中学校３年　中田　優香　さん ▲平戸中学校３年　相知　紀史　さん

誰もが豊かに暮らせる平戸 宝のまち平戸

　私は平戸に生まれ、平戸が好きで

す。そして、両親、祖父母、友達や

地域の人など私の周りにいる人たちも

大好きです。このような人たちが平戸

のことを真剣に考えていろいろな取り

組みを行っていますので、私たち若い

世代も、もっと平戸のことについて知

る必要があると思います。家族で平戸

のことを話したり、平戸の良さを発見

できれば、平戸を好きになり、平戸の

ためになりたいと思ってきます。これか

らは、平戸市民の一人として、誰もが

平戸に住んで心豊かに暮らしていける

ように貢献していきたいです。

　私は平戸が大好きです。平戸で生ま

れ育ったからこそ、植物や昆虫に興味

を持ち、調査や研究する喜びを感じて

生きることができています。また、平戸

ロマンという名のしいたけなどの野菜

や、あご、うちわえびなどの海産物と

いった特産品にも恵まれていたり、観

光客などにも親切に対応する平戸の人

など、平戸の魅力的なことを身近に

感じて、毎日を充実して過ごすことが

できています。この私のふるさと平戸

がいつまでも「宝のまち平戸」であり続

けられるよう、今後も平戸を思い、平

戸のために力を尽くしていきたいです。
故　小濱　賢一　氏　　森　　　隆　俊　氏　　山　崎　雄　士　氏
志　水　準　治　氏　　小　川　隆　友　氏　　白　石　裕　樹　氏　　　　
川　渕　喜代美　氏　　　　

　ひと（ＨＩＴO）
　　　　響きあう
　　　　　　　　　宝島
　　　　　　　　　　　　平戸

（一部抜粋）（一部抜粋）



広報ひらど 平成27年11月号 4Hirado City Public Relations,2015.115

　平戸文化センター大ホールで、「想い出のスク
リーンミュージック『宝くじおしゃべり音楽館』」

が開催されました。

　タレントの清水ミチコさん、歌手の島田歌穂さ

ん、ピアニストの小原孝さんらが出演し、指揮者

の藤野浩一さんが率いる「おしゃべり音楽館ポッ

プオーケストラ」の演奏と共に、歌やピアノの弾

き語りなどが行われました。

　清水ミチコさんの「ものまねミニライブコー

ナー」では、桃井かおりさんなどのものまねが披

露され、会場は笑いの渦に包まれていました。

会場が笑いにの渦に包まれました！10
10

和歌山の地で躍動！

　和歌山市の県営相撲競技場で、第70回国民体
育大会「紀の国わかやま国体」相撲競技会が開催さ

れ、本市から監督として布田慎吾さん（右端）、選

手として松永六十四さん（左から２番目）、野口清

之さん（右から２番目）が長崎県代表として成年男

子の部に出場し、団体戦で三位に入賞しました。

　予選は全勝で勝ち進みましたが、残念ながら準

決勝で昨年の決勝戦の相手、富山県に敗れました。

三位決定戦は地元和歌山県との対戦でしたが、完

全アウェーの中、昨年、一昨年と二連覇している

意地をみせ、見事に勝利しました。

９
29

ねんりんピック長崎2016に向けて

　市総合運動公園ライフカントリーで、「平戸市
制10周年記念ねんりんピック長崎2016ゲート

ボール交流大会リハーサル大会」が開催されまし

た。

　この大会は、来年のねんりんピック長崎2016

を見据えて行われた大会で、県内各地のゲート

ボール愛好者ら約300人が参加し、本番さながら

の熱戦を繰り広げました。また、平戸あごだし

ちゃんこ鍋の振る舞いや、健康相談コーナーも設

置され、訪れた参加者も試合の合間に、平戸の食

材を使った鍋を堪能していました。

９
27

三連覇達成！

　佐賀県嬉野市の嬉野市民体育館で2015日本ベ
テランズ国際柔道大会(第11回日本ﾏｽﾀｰｽﾞ柔道大

会)が開催され、66ｋｇ級の部で岩の上町の中山

直秀さんが三連覇（通算４回優勝）を達成しました。

　中山さんは「なかやま整骨院」を営む傍ら、毎週

月・水・金曜日に地域の子どもたちに柔道の指導

を行っています。「指導者として競技者の目線で

指導できるよう心がけています。今後も機会があ

れば、出場しようと思っています。そして、この

経験を生かして、これからも子どもたちに柔道の

素晴らしさを伝えていきたい」と話されました。

９
20

　獅子町の浦山ミサさんが100歳のお誕生日を迎
えられ、黒田市長が自宅を訪れ、花束と記念品を

贈り長寿を祝いました。

　草積町生まれのミサさんは、若いころは海上ホ

テルや市民病院に勤めており、息子４人、娘２人

の６人のお子さんに恵まれました。お仕事を退職

された後は、ゲートボールの練習に毎日通われ、

試合にも出場するなど楽しんで過ごしておられま

した。

　お祝い式ではたくさんの家族に囲まれ、大好き

なひ孫さんを抱いて嬉しそうにしておられました。

いつまでもお元気で　祝100歳
10
１

オランダ商館で小さなパーティー

　平戸オランダ商館で、「商館フェイスチェ」が開
催されました。フェイスチェとは、オランダ語で

「小さなパーティー」という意味で今回、Firando 

Clubという市民グループが主催し、初めて実施さ

れました。

　当日は晴天に恵まれ、海から吹く風に、頭上に

張られたフラッグがにぎやかに揺れて、とてもい

い雰囲気の屋外イベントとなりました。

　会場にはたくさんの露店も立ち並び、野外ライ

ブなども行われ、訪れた人たちも心地よい初秋の

ひとときを過ごしていました。

９
27

フィランド

クラブ

交通事故を無くすために！

　平戸地区交通安全協会田平支部が、長年にわた
り交通安全活動に貢献したとして、長崎県警察本
部長から交通安全功労による感謝状が授与されま
した。
　平戸地区交通安全協会田平支部は、子どもたち
の登校時に、通学路で交通指導を行ったり、毎期
ごとの交通安全運動期間中に、交通安全車両パ
レードや「早めの点灯」夜間立哨を行っています。
また、田平地区でのイベントで交通安全啓発を行
うなど、積極的に交通安全活動に取り組んでいま
す。

９
14
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　平戸文化センターで、「平戸市福祉健康まつり」
が開催されました。当日は約4,000人が来場し、
玄関前の広場では、障害者スポーツ教室やもちつ
き体験などの体験コーナー、中ホールではキッズ
広場が設けられ、大勢の親子連れでにぎわいまし
た。
　大ホールでは園児によるアトラクションや料理
コンテストの表彰式が行われた後、アテネパラリ
ンピック銅メダリストの副島正純さんによる「挑
戦～今、私にできること～」をテーマに講演会が
あり、訪れた皆さんは熱心に聞き入っていました。

健やかで笑顔とやさしさあふれるまちに

10
17 平戸オランダ商館で映画鑑賞会

　平戸オランダ商館でオランダ王国大使館の協力
の元、オランダ商館映画祭2015が開催されまし

た。当日は、オランダ商館の壁面をスクリーンに

してプロジェクターを使い、投射して上映されま

した。 上映された映画は、「旅の始まり」というオ

ランダ映画で、末期がんに侵された祖父と家族の

成長を描く物語でした。

　また、会場ではポップコーンと、マメルクコー

ヒーさんのショップが開かれ、チャリティコー

ヒーと銘打って、販売されたコーヒーの収益金を、

全額児童福祉施設に寄付されました。

18
10

相撲を通して、心身を鍛える

　市営相撲競技場で「平戸市民相撲大会」が開催さ
れました。今年は、小学生から一般まで94人が

参加し、白熱した取組が行われました。小柄なが

ら大きな相手に立ち向かい、豪快な投げ技を決め

る選手もおり、会場全体が興奮と熱気に包まれて

いました。

　お昼には、選手や観客にちゃんこ鍋の振る舞い

があり、本格的なちゃんこ鍋の味を堪能していま

した。その後、松永六十四選手などによる赤ちゃ

ん土俵入りも行われ、参加した６人の赤ちゃんに

観客から大きな拍手が送られていました。

10
18

いつまでもお元気で　祝100歳

　早福町の江口シズカさんが100歳のお誕生日を
迎えられ、黒田市長が自宅を訪れ、花束と記念品

を贈り長寿を祝いました。

　早福町生まれのシズカさんは、若いころは農業

や漁業をされており、息子２人、娘２人の４人の

お子さんに恵まれ、忙しい毎日を過ごしていまし

た。

　現在は、お孫さん10人、ひ孫さん８人に恵ま

れ、ご長男夫婦と一緒に自宅で生活されています。

　お祝い式ではご家族に囲まれ、「ありがとうご

ざいました」と感謝の言葉を述べられました。

10
10

いつまでもお元気で　祝100歳

　田平町の稲澤歌子さんが100歳のお誕生日を迎
えられ、黒田市長が入所先の「介護療養型老人保

健施設のぞみ」を訪れ、花束と記念品を贈り長寿

を祝いました。

　若いころは「平戸和洋裁学院」という洋裁の教室

を開かれ、たくさんの生徒のみなさんに教えてお

られました。物静かな歌子さんですが、町のため

に何かをすることが好きで、74歳になるまで平戸

裁判所の調停委員を務めておられました。

　お祝い式ではご家族や施設の人に囲まれ、にこ

にことしたお顔で楽しそうにされていました。

10
６

　世界遺産候補「長崎の教会群とキリスト教関連
遺産」の構成資産「平戸の聖地と集落（春日集落と

安満岳）」と「田平天主堂」を中野小学校5・6年生

の児童15人が訪れ、学習活動を行いました。

　この活動は、中野小学校が地元にある世界遺産

候補地を調べ、学習発表会で発表するという活動

を通して、ふるさとを愛する心を育てるとともに、

表現力を高めるという目的で実施されたものです。

構成資産を熱心に見学した児童たちは、今回学ん

だことを家族や地域の人たちに伝え、世界と平戸

の宝として守っていきたいと話していました。

平戸の世界遺産を学び伝える
10
14

そえ　  じま　    まさ      ずみ

10
２ 臨場感あふれる訓練

　川内港で、「平戸警察署・平戸海上保安署・平

戸市消防本部３機関合同による水難救助訓練」が

開催されました。

　これは、３機関が連携を強化し、事故発生時に

おける迅速な救助体制を確立するために、５年前

から毎年実施しているものです。

　今回は、川内港岸壁付近で夜釣り客３人が高波

にさらわれて海中に転落し、海上を漂流している

想定で訓練を実施しました。救助工作車を使用し

た漂流者の引き揚げ訓練や、ゴムボートを使用し

た救助訓練が行われました。



第第１１１１回平戸市児童読書感想発表大会 開催回平戸市児童読書感想発表大会 開催第１１回平戸市児童読書感想発表大会 開催
11月14日　　午後１時～
市ふれあいセンター　ゆめホール
永田記念図書館　℡28-0128
市内の小学生が本を読んで感じたことを、文や
画に表現したものを発表する大会です。
※当日は、画の入選作品を会場に展示します。

と き
場 所
問合せ
内 容

■おはなし会／毎週日曜日　午前11時～
　　　　　　　おはなしのへや
■赤ちゃんおはなし会／ 11日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　おはなしのへや
■本田哲也原画展・ワークショップ／ 14日
　　　　　　　　　　　　　　　　未来創造館会議室Ｃ
■上映会「みんなdeシネマ」／『地下鉄（メトロ）に乗って』（邦画）
　　　　　　　26日　  午後２時～　未来創造館ホール
■ライブラリーコンサート／今月は、「続宗一美氏、仁位正子
　氏らによるオカリナ＆ピアノのコンサート」です。
　28日　　午後７時～　平戸図書館開架室
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～図書館からのお知らせ～

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

■おはなし会／毎週土曜日　午後2時～
　　　　　　　市ふれあいセンター児童室

平戸図書館 ☎22‐4017

●１１月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／３日  　　、10日　、17日　、24日　、29日 

水

土

土

木

火 火祝・火 日火

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室　　：大島村公民館図書室　平 永 南 生 田 大

　うちにマンモスがやってきた。マ
ンモスと暮らすためには、いくつか
約束を守らなければなりません。こ
の絵本を読めば、あなたもきっとマ
ンモスと暮らしたくなるはず。温か
みのあるユーモア絵本です。

　わが家のテレビが、1日だけずる休
みをしたいと言い出した。ぼくと一
緒に、はなちゃんの誕生日パーティー
に行くことに。でも、パーティー中
にとんでもないことが起こって…。
村上しいこ＆長谷川義史がおくる「わ
がままおやすみ」シリーズ第７弾

　どんぐりで遊ぼう！アクセサリー
や、ジェットコースター、マトリョー
シカなど、楽しい遊び方がたくさん
掲載されています。秋深まる季節、
どんぐりで遊んでみませんか。

『マンモスとくらすには』
作／カンタン・グレバン、訳／青山　花
出版社／クレヨンハウス
出版年／２０１５.１０月

『テレビのずるやすみ』

著／おおたきれいこ
写真／みやづかなえ
出版社／かもがわ出版
出版年／２０１５.９月

作／村上しいこ
絵／長谷川義史
出版社／ PHP研究所
出版年／２０１５.９月

南

『どこでもどんぐり』

　1977年の刊行以来200万部を超え、
今なお愛されるベストセラー絵本
「100万回生きたねこ」。佐野洋子の
名作に、13人の作家が捧げた詩や短
編小説が1冊の本になりました。人
気作家たちが、絵本の世界観を共通
テーマに紡いだ珠玉の作品集です。

著／江國香織、谷川俊太郎、岩瀬成子、
　　くどうなおこ、角田光代ほか
出版社／講談社、出版年／２０１５.７月

　行事を楽しみ、季節を味わう。秋は、
楽しいことやおいしいものがいっぱ
い。秋を彩る各地の行事や祭りを紹
介したこの本には、今日から使える
お手軽レシピが満載です。菊の酢の物、
里芋の土佐煮、鮭のハーブ蒸しなど、
おいしい秋を召し上がれ。

著／野上優佳子
出版社／笹倉出版社
出版年／２０１５.１１月

大

『100万分の1回のねこ』

『楽々秋ごよみレシピ2015』

田平

田

市
指
定
史
跡

井
上
氏
墓
地

85

■名　　称　井上氏墓地

■種　　別　平戸市史跡

■指定年月　昭和46年３月

■所 在 地　生月町山田免1398

　

 

井
上
氏
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
、
平

戸
松
浦
氏
の
奉
行
と
し
て
生
月
島
に
派
遣

さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
禁
教
に
功
績
を
挙

げ
ま
し
た
。『
井
上
家
先
祖
書
』に
よ
る
と

先
祖
は
信
州
の
出
身
で
、
戦
国
時
代
末
期

に
平
戸
に
来
て
、
松
浦
隆
信（
道
可
）に

仕
官
し
て
井
上
右
馬
助
信
頼
を
名
乗
っ
た

と
さ
れ
ま
す
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
領
主
だ
っ
た
籠
手
田
氏
・

一
部
氏
が
、
松
浦
氏
の
禁
教
圧
力
に
抗
し

て
慶
長
４
年（
１
５
９
９
）に
生
月
島
を

退
去
し
た
後
、
右
馬
助
の
四
男
、
井
上
右

馬
允（
又
五
郎
、
八
郎
兵
衛
）は
、
松
浦

鎮
信（
法
印
）に
よ
っ
て
生
月
島
の
山
田

村
に
奉
行
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
す
。
慶
長

14
年（
１
６
０
９
）に
は
同
地
で
キ
リ
シ

タ
ン
の
指
導
者
・
ガ
ス
パ
ル
西
玄
可
が
処

刑
さ
れ
ま
す
が
、
１
６
０
９
年
度
の
イ
エ

ズ
ス
会
年
報
の
殉
教
報
告
に
よ
る
と
、
右

馬
允
は
西
の
友
人
で
、
西
の
死
を
惜
し
み

棄
教
を
勧
め
ま
す
が
、
西
は
そ
れ
を
拒
否

し
て
処
刑
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
右
馬
允
は
元
和
８
年（
１
６

２
２
）に
イ
エ
ズ
ス
会
士
・
カ
ミ
ロ
神
父

を
逮
捕
し
た
功
績
で
、
松
浦
隆
信（
宗

陽
）か
ら
感
状
を
得
た
と
さ
れ（「
宗
陽
公

以
来
之
物
」）、
寛
政
元
年（
１
６
２
４
）

に
は
生
月
島
民
を
比
売
神
社
や
永
光
寺

の
前
な
ど
に
集
め
て
キ
リ
シ
タ
ン
で
な

い
旨
の
血
判
を
取
り
、
そ
れ
を
拒
否
し
た

雪
浦
次
郎
左
衛
門
と
家
族
を
竹
簀
巻
き
に

し
て
海
に
沈
め
た
と
さ
れ（『
三
光
譜
録
』

「
家
世
伝
」）、
命
令
に
忠
実
な
家
臣
の
一

面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。
な
お
井
上
右

馬
允
は
寛
永
の
殉
教
直
後
の
寛
永
３
年

（
１
６
２
６
）、
平
戸
に
転
出
し
た
と
さ
れ

ま
す
。

　

 『
井
上
家
先
祖
書
』に
は
、
井
上
氏
の

墓
は
山
田
村
の
内
に
あ
る
と
さ
れ
、
山
田

の
天
満
宮
の
西
方
、
ブ
ク
デ（
福
田
）の
地

に
、
井
上
家
の
墓
地
と
さ
れ
る
墓
群
が

残
っ
て
い
ま
す
。
不
定
形
の
石
を
積
ん
で

造
っ
た
縦
横
約
２
ｍ
、
高
さ
約
50
㎝
の
基

壇
墓
が
３
基
あ
り
、
東
側
の
２
基
の
上
に

は
小
型
の
宝
筐
印
塔
が
載
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
大
型
の
積
石
基
壇
墓
は
、
平
戸
城

下
の
松
浦
隆
信（
道
可
）・
鎮
信（
法
印
）・

隆
信（
宗
陽
）ら
藩
主
や
そ
の
妻
、
家
臣
達

の
墓
の
他
、
根
獅
子
の
通
称
・
小
麦
様
の

墓
や
、
的
山
大
島
の
井
元
氏
の
墓
地
な
ど

▲井上氏墓地

▲井上右馬允の友人とされる西玄可の墓（黒瀬の辻）

に
見
い
だ
せ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
江
戸
時

代
初
期
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
る
墓
で
す
。

井
上
氏
墓
地
は
、
平
戸
地
域
の
墓
制
の
変

遷
を
辿
る
上
で
も
貴
重
な
史
跡
で
す
。

平

平 永

永

　茶道体験・ブックリサイクル・図書館ツアー・ビブリオ
バトルなど、さまざまな企画を予定しています。どうぞ、
お出かけください。

土

土

日図書館まつり図書館まつり図書館まつり 11月21日　・22日

永永

　夜間高等学校の教師から研究者に
転じた科学者・大村智。世界に先駆け、
国際産学連携を主導して発見した抗
生物質が、重篤なふたつの熱帯病を
撲滅寸前。ノーベル賞生理学・医学
賞受賞者大村智の実録評伝。

著／馬場　練成
出版社／中央公論新社
出版年／２０１２.２月

『大村　智』

う
ま
の
す
け
の
ぶ
よ
り

う

ま
の
じ
ょ
う

か
せ
い
で
ん

き

だ
ん
ば
か

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

平 大



▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
11月15日

12月
生まれ
募集中

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

vol.42

Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「12月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

11月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

田平町
須藤 大騎 くん
 すどう     だいき

１歳

大久保町
鋒屋 壱生 くん 
 ほこや   いっせい

１歳

田平町

まつなが　　えみり

１歳松永笑美里 ちゃん

藤村 将栄 くん ４歳 小楠 瑠海 ちゃん
 おぐす       るみ

３歳 本山 雅理 くん
もとやま　まさみち

１歳

山浦 龍平 くん
やまうら  りゅうへい

１歳 浦川 美優 ちゃん
うらかわ　　みゆ

５歳橋口珠海翔 くん
はしぐち　しゅうと

１歳

ふじむら  しょうえい

健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信

●虐待としつけの違い

　周囲が虐待を疑っても、親は「しつけのために

している」と思いこんでいる場合も少なくありませ

ん。たとえ、愛情に根ざしたしつけのつもりでも、

子どもに著しい害を及ぼすものであれば、それは

虐待になります。

　また、通常のしつけ、体罰の程度を超えている。

反復的・継続的であると思われる場合は虐待と考

えられます。

　つまり、虐待は、子ども側の立場で理解し、子

どもに対する影響を優先して判断されます。

　　児童虐待の相談件数は、毎年増加しています。

　　本市における平成26年度の「児童虐待など子どもに関する相談件数」は112件、

内新規相談者は34件でした。相談内容は、養育不安や不登校・不衛生な住環境な

どでした。

   児童虐待の未然防止、早期発見には、皆さんの「目くばり」・「心くばり」が必要

不可欠です。「なんとなく気になる」と感じた時は、ご連絡をお願いします。

　　　　　　　　　　　       ■お問い合わせ　福祉課子育て支援班　☎内線2575

11月は「児童虐待防止推進月間」です。

●虐待の種類

●身体的虐待：殴る、蹴る、激しく揺さぶる、タ

　バコの火を押し付けるなど

●ネグレクト：乳幼児を家に置いたままたびたび

　外出する、自動車の中に放置する、食事を与え

　ない、極端に不潔な環境で生活させる、通学さ

　せないなど

●性的虐待：子どもへの性交や性的行為の強要、

　性器を触るなど

●心理的虐待：言葉による脅し、無視、家庭内暴

　力を子どもの前でするなど

●1人で悩まず相談しましょう！

　子育てに一生懸命になるあまり、過剰な教育や厳しいしつけになっていることがあります。

　少し、肩の力を抜いて、子育てがうまく行かない時やどうしたらいいのか迷った時などは誰かに相談

しましょう！

　福祉課には、家庭児童相談室を設置しています。

　相談日は、月・火・木曜日午前９時～午後４時となっています。

虐待に関わらず、子どもを養育していくうえでの悩みごとなど、

解決の糸口を探すお手伝いをしています。プライバシーは固く

お守りしますので、お気軽にご相談ください。

　また、7月から児童相談所全国共通ダイヤルが3桁「189番（い

ちはやく）」になりました。何かあればご利用ください。

広報ひらど 平成27年11月号 12Hirado City Public Relations,2015.1113

1歳のお誕生おめでとう!お姉
ちゃんお兄ちゃんと元気いっぱ
い遊んでたくましく育ってね !
　　　　  　　　  from    由実さん母

1歳のお誕生日おめでとう♡
これからも元気で大きくなっ
てね♪
    　　　　　　　  from  　莉加さん母

1歳おめでとう！ いつも、か
わいい笑顔をありがとう。一
緒にたくさん思い出作ろうね。
            from　 卓也さん・　 亜美さん母父



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

消防・警察・医療との連携強化
　10月７日、中部市民運動場で、多数傷病者事故を想定した「特

殊救助救急事故想定訓練」が開催されました。この訓練は、消防・

警察・医療機関と連携の強化と、迅速かつ的確な有事の際の体制

の構築を図ると共に、緊急医療に対する市民の理解と認識を深め

ることを目的に実施されました。訓練終了後には一般市民や地元

の保育園児や小学生を対象に、パトカーや救急車、消防車の展示

を行い、装備されている機器の説明を行いました。

　度島三免地区自治会では、子どもたちが安心安全
に遊べる場所の確保と、子育て世代の意見交換や高
齢者と子どもたちの交流の場として飯盛漁港運動公園に遊具を整
備しました。
　この公園遊具の整備は、宝くじの普及広報事業の一環として、
一般財団法人自治総合センターからの助成を受けて整備したもの
です。

飯盛漁港運動公園に遊具を整備しました

募　

集

問
税
務
課
総
務
徴
収
班

　

☎
内
線
２
５
４
４

九
州
市
町
村
合
同
公
売
会
in
宗
像

を
開
催
し
ま
す

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　

☎
内
線
２
５
２
８

ペ
ッ
ト
を
飼
う
際
は
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
！

問
農
林
課
鳥
獣
被
害
対
策
班

　

☎
内
線
２
２
５
６

平
成
27
年
度
狩
猟
免
許
試
験（
追

加
）の
お
知
ら
せ

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
７
４

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
貸
し
出
し

ま
す

申
・
問
ま
ち
づ
く
り
課
総
務
住
宅
班

　
　
　

☎
内
線
２
２
８
５

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

問
市
民
課
戸
籍
住
民
班　

　
　
　

☎
内
線
２
５
２
１ 

延
長
窓
口
が
週
2
回
に
な
り
ま
す

問
消
防
本
部
予
防
課　

　
　
　

☎
内
線
２
１
２
４ 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
お
知
ら
せ

各
種
証
明
書
の
発
行
な
ど
）を
週
１
回
か
ら
週

２
回
に
変
更
し
ま
す
。
必
ず
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

本
人
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、
住

基
カ
ー
ド
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

本
人
お
よ
び
世
帯
員
以
外
の
人
が
住
所
変
更

　

の
手
続
き
を
す
る
際
に
は
、
委
任
状
が
必
要

　

で
す
。

○
延
長
窓
口
の
開
設　

火
・
木
曜
日（
休
日
を

　

除
く
）

○
延
長
時
間　

午
後
７
時
ま
で

○
取
扱
窓
口　

市
民
課
戸
籍
住
民
班（
本
庁
）

　

平
成
27
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験（
追
加
）が

行
わ
れ
ま
す
。
受
験
を
希
望
す
る
人
は
、
提
出

書
類
を
添
え
て
県
北
振
興
局
農
林
部
農
業
企
画

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

受
験
の
際
に
は
、
事
前
に
県
猟
友
会
が
開
催

　

す
る
講
習
会
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
試
験
日　

平
成
28
年
１
月
17
日（
日
）

○
試
験
会
場　
（
わ
な
猟
）佐
世
保
市
労
働
福
祉

　

セ
ン
タ
ー（
第
一
種
銃
猟
）西
諫
早
公
民
館

○
試
験
種
目　

わ
な
猟
免
許（
わ
な
が
使
用
で

　

き
る
免
許
）第
一
種
銃
猟
免
許（
装
薬
銃
お

　

よ
び
空
気
銃
が
使
用
で
き
る
免
許
）

○
受
付
期
間　

11
月
16
日（
月
）〜
12
月
18
日（
金
）

○
狩
猟
免
許
申
請
手
数
料　

５
，
２
０
０
円　

○
添
付
書
類

　

・
狩
猟
免
許
申
請
書

　　　

最
近
、
犬
や
猫
の
放
し
飼
い
、
散
歩
中
の
フ

ン
が
片
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
飼
主
の
皆
さ
ん

は
、
周
囲
に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

心
配
り
と
し
つ
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
敷
地
内
で

　

つ
な
ぐ
か
、
柵
内
な
ど
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
フ
ン
の
不
始
末
は
他
人
を
不
快
に
さ
せ
ま
す
。

　

飼
い
主
が
き
ち
ん
と
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ

　

い
。

○
飼
い
犬
は
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　

行
う
。
ま
た
、
死
亡
し
た
時
や
飼
主
な
ど
が

　

代
わ
っ
た
場
合
は
市
役
所
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

○
野
良
犬
・
猫
の
増
加
に
つ
な
が
る
の
で
、飼
っ

　

て
い
る
犬
や
猫
以
外
に
は
、
エ
サ
を
や
ら
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

※

良
識
あ
る
行
動
や
正
し
い
マ
ナ
ー
の
も
と
、

　

人
と
動
物
と
の
調
和
あ
る
地
域
づ
く
り
に
ご

　

協
力
く
だ
さ
い
。

　

11
月
か
ら
市
民
課
延
長
窓
口
業
務（
転
入
・

転
出
届
の
受
け
付
け
や
、
市
民
課
取
り
扱
い
の

　

・
医
師
の
診
断
書
な
ど

　

・
写
真
１
枚

　

・
住
民
票
ま
た
は
運
転
免
許
証
の
写
し

　

・
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

○
試
験
申
込
先
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ

　

県
北
振
興
局
農
林
部
農
業
企
画
課　
　
　
　

　

℡
０
９
５
６-

41-

２
０
３
３

○
事
前
講
習
会
受
け
付
け
先

　

佐
世
保
市
猟
友
会

　

℡
０
９
５
６-

33-

２
８
８
０

　
全
国
統
一
標
語

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」

　

こ
れ
か
ら
冬
場
に
か
け
て
暖
房
器
具
の
使
用

が
多
く
な
り
、
空
気
も
乾
燥
す
る
た
め
火
災
が

起
こ
り
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
っ
て
今
年
も
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
11
月
９
日（
月
）〜
15
日（
日
）ま
で
の

間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
起
こ
り

ま
す
。｢

私
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫｣

の
考
え
を

「
も
し
か
す
る
と
」に
あ
ら
た
め
て
、
火
災
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
課
、
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　
　

32
戸

　

①
平
戸
地
区　
　

７
戸

　

②
生
月
地
区　
　

18
戸

　

※

新
築
の
壱
部
浦
住
宅
を
含
む（
車
椅
子
対

　
　

応
１
戸
）

　

③
田
平
地
区　
　

７
戸

　

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

11
月
10
日（
火
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と（
同
居
人
を
含
む
）

　

⑤
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と

　

※

単
身
で
入
居
す
る
人
は
、
２
Ｋ
以
下
の
住

　
　

宅
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
高
齢
者
、

　
　

障
が
い
者
な
ど
を
除
く
）

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書（
平
成
26
年
分
）

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
は
、

　

抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
抽
選
会
の
開
催

　

に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

　

※

抽
選
会
は
、
11
月
28
日（
土
）【
た
び
ら
活

　
　

性
化
施
設
研
修
室
】で
開
催
予
定
で
す
。

　

※

壱
部
浦
住
宅
の
み
生
月
地
区
に
て
抽
選
会

　
　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

10
月
に「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
寄
附
金
」

で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト（
０
歳
〜
４
歳
用
）を

新
た
に
購
入
し
た
の
で
、
貸
し
出
し
ま
す
。

○
貸
出
台
数　

10
台

○
貸
出
期
間　

最
長
１
年

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

　

※

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し
・
返
却

　
　

は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支

　
　

所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
が
窓
口
で
す
。

○
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児

　
（
12
月
31
日（
木
）ま
で
に
出
産
予
定
を
含
む
）

　

の
保
護
者
ま
た
は
里
帰
り
先
の
祖
父
母
な
ど

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳
を
持

　

参
の
上
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各

　

支
所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け

　

の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

11
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前
よ
り
貸
し
出
し

　
　

可
能
で
す
。

 　　

長
崎
、
佐
賀
、
福
岡
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、

鹿
児
島
の
25
市
町
合
同
で
、
市
税
な
ど
徴
収
の

た
め
差
押
動
産
の
合
同
公
売
会
を「
入
札
」方

式
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
21
日（
土
）午
前
９
時
15
分

　

開
場（
午
前
10
時　

入
札
開
始
）

○
と
こ
ろ　

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス（
福
岡
県
宗
像

　

市
久
原
４
０
０
番
地
）

　

※

液
晶
テ
レ
ビ
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

　
　

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
な
ど
約
５
０
０
点
を
出
品

　
　

予
定
で
す
。
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平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班

　

☎
内
線
２
２
１
３

各
種
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
６
４

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
を
ご
存
じ
で
す
か

問
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

☎
内
線
２
５
８
６

介
護
関
係
者
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

問
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
６
６

県
障
が
い
者
巡
回
歯
科
診
療
を
開

催
し
ま
す

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班

　

☎
内
線
２
２
１
４

ひ
ら
ど
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
使

用
は
12
月
31
日（
木
）ま
で
で
す

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
２

市
民
課
国
保
年
金
班
か
ら
の
お
知
ら
せ

木曜日:
午後１時
　　～午後５時
金曜日:
午前9時
　　～午後３時

11月12日（木）
13日（金）

　　26日（木）
27日（金）

12月３日（木）
４日（金）
17日（木）
18日（金）

診 療 時 間診　療　日

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班

　

☎
内
線
２
２
１
３

個
別
創
業
相
談
会
を
開
催
中
で
す

問
大
島
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
55

-

2
5
1
1

大
島
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

問
生
月
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
53

-

2
1
1
1

い
き
つ
き
勇
魚
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

問
総
務
課
行
政
班

　

☎
内
線
２
３
１
５

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

11月

12月

１月

２月

３月

４日、11日、
18日、25日

２日、９日、
16日、22日

午前10時～
午後４時

平成27年

平成28年
６日、13日、
20日、27日

３日、10日、
17日、24日

２日、９日、
16日、23日

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
め
た
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
証
明
書
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
次
の
予
定
で
発
行
さ
れ
ま
す
。　

▼
平
成
27
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
ま
で
の
間

　

に
保
険
料
を
納
付
し
た
人…

11
月
上
旬
か
ら

　

順
次
送
付

▼
平
成
27
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日（
木
）ま

　

で
の
間
に
保
険
料
を
納
付
し
た
人…

２
月
上

　

旬
か
ら
順
次
送
付

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど
で
、
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
添
付
が
必
要
で
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
金

記
録
の
確
認
や
、
年
金
見
込
額
の
試
算
が
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９

　　

次
の
と
お
り
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
大
島
地
区
】

　

○
と　

き　

11
月
10
日（
火
）午
後
６
時
30
分

　

○
と
こ
ろ　

大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン

　
　

タ
ー

【
田
助
地
区
】

　

○
と　

き　

11
月
11
日（
水
）午
後
６
時
30
分

　

○
と
こ
ろ　

田
助
ハ
イ
ヤ
節
伝
承
館

　　　

当
相
談
会
で
は
、
無
料
で
中
小
企
業
診
断
士

な
ど
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
の
経
営
に
関
す

る
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
、

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

○
と　

き

○
と
こ
ろ　

商
工
物
産
課（
市
役
所
本
庁
２
階
）

○
対
象
者　

中
小
企
業
者
、
個
人
事
業
者
、
創

　

業
希
望
者

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

【
中
野
地
区
】

　

○
と　

き　

11
月
13
日（
金
）午
後
６
時
30
分

　

○
と
こ
ろ　

中
野
ふ
れ
あ
い
会
館

【
紐
差
地
区
】

　

○
と　

き　

11
月
16
日（
月
）午
後
６
時
30
分

　

○
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
中
津
良
地
区
】

　

○
と　

き　

11
月
18
日（
水
）午
後
６
時
30
分

　

○
と
こ
ろ　

中
津
良
ふ
れ
あ
い
会
館

【
生
月
壱
部
地
区
】

　

○
と　

き　

11
月
26
日（
木
）午
後
６
時
30
分

　

○
と
こ
ろ　

生
月
町
中
央
公
民
館

【
生
月
舘
浦
地
区
】

　

○
と　

き　

11
月
27
日（
金
）午
後
６
時
30
分

　

○
と
こ
ろ　

生
月
船
員
福
祉
会
館

　

※

津
吉
地
区
、
志
々
伎
地
区
は
来
年
１
月
以

　
　

降
、
順
次
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
8
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

　

後
２
時

○
と
こ
ろ　

大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

前
広
場

○
と　

き　

11
月
23
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
役
所
生
月
支
所
前
漁
港
用

　

地
広
場

　
○
内　

容　

歯
科
診
療
車
を
派
遣
し
て
歯
科
診

　

療
・
健
診
を
行
い
ま
す
。

○
と　

き

○
と
こ
ろ　

県
北
保
健
所（
田
平
町
里
免
）

○
対　

象　

　

①
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者（
児
）で
、

　
　

歯
科
診
療
・
健
診
が
必
要
な
人

　

②
一
般
の
歯
科
診
療
所
で
の
治
療
・
健
診
が

　
　

困
難
な
人
、
ま
た
は
通
院
が
困
難
な
人

○
お
申
し
込
み　

こ
の
診
療
の
受
診
を
希
望
す

　

る
人
は
、
福
祉
課
障
害
福
祉
班
、
ま
た
は
各

　

支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

　

特
別
障
害
者
手
当
と
は
、
障
が
い
者
の
所
得

保
障
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
の
最
重
度
障
が
い

者
に
対
し
、
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
で
、
認
定
さ
れ
る
と
手
当

（
年
４
回
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
特
別
障
害
者
手
当　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障

　

が
い
が
あ
り
、
著
し
く
重
度
の
障
が
い
状
態

　

に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

　

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上

　

の
人

　

▼
支
給
額（
月
額
）　

２
６
，
６
２
０
円

○
障
害
児
福
祉
手
当　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障

　

が
い
が
あ
り
、
重
度
の
障
が
い
状
態
に
あ
る

　

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

　

要
と
す
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
人

　

▼
支
給
額（
月
額
）　

１
４
，
４
８
０
円

○
と　

き　

12
月
12
日（
土
）午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施
設

○
講　

師　

藤
川
幸
之
助
氏（
詩
人
・
児
童
文

　

学
作
家
）

○
テ
ー
マ　
「
支
え
る
側
が
支
え
ら
れ
る
時
〜

　

認
知
症
の
母
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」

　

関
心
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ

　

さ
い
。

○
入
場
料　

無
料

○
申
し
込
み
先　

11
月
27
日（
金
）ま
で
に
地

　

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

○
も
の
づ
く
り
・
情
報
通
信
関
連
創
業
支
援
事

　

業
補
助
金

　
　

市
内
で
製
造
業
ま
た
は
情
報
通
信
業
を
創

　

業
す
る
場
合
、
設
備
投
資
に
対
し
て
、
事
業

　

費
の
２
／
３
以
内
、
最
大
５
０
０
万
円
の
補

　

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

　
　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム（
10
ｋ
Ｗ

　

未
満
）を
設
置
す
る
人
を
対
象
に
、
太
陽
電

　

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
１
ｋ
Ｗ
当
り
２

　

万
円（
上
限
10
万
円
）の
補
助
金
を
交
付
し

　

て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
詳
細
は
、
商
工
物
産
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た「
ひ
ら
ど
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
」は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広報ひらど 平成27年11月号 16Hirado City Public Relations,2015.1117



県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
支
援
部

☎
０
９
５-

８
８
２-

０
０
２
０

問

長
崎
県
立
盲
学
校
巡
回
支
援
教
育

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

平
戸
警
察
署
交
通
課

☎
22-

３
１
１
０

問

「
自
動
車
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
」に
つ
い
て

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
最
西
端
事
務
局　

末
吉
里
志

☎
０
９
０-

１
０
８
７-

４
９
５
６

問
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
最
西
端
写
真
展
を

開
催
し
ま
す

県
北
保
健
所
地
域
保
健
課

☎
57-

３
９
３
３

問

不
妊
の
理
解
と
支
援
に
関
す
る
研
修
会

「
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」の

お
知
ら
せ

「
み
ん
な
の
技
能
ひ
ろ
ば
」を
開
催
し
ま
す

県
立
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
５
６-

62-

4
1
5
1

問

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

平
戸
税
務
署

☎
22-

２
１
３
１

問

火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎９月末までの交通事故件数

◎９月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／33,319（－22）
　男性／15,618人（－12）
　女性／17,701人（－10）
■世帯数　14,279戸（ー7）
※（　）は、前月との比較
　　　　　平成27年10月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷）   7人　（軽傷）62人

（55件）
（  2人）
（81人）

50件
0人
69人

13件）
1,235件（1,159件）
　10件（

長
崎
県
国
際
課

☎
０
９
５-

８
９
５-

２
０
８
３

問

県
民
平
和
講
演
会「
核
兵
器
の
な
い

世
界
を
め
ざ
し
て
」を
開
催
し
ま
す

　

則
氏

　
【
報
告
】（
仮
題
）「
県
北
保
健
所
管
内
の
現
状

　

と
不
妊
相
談
お
よ
び
治
療
費
助
成
制
度
に
つ

　

い
て
」県
北
保
健
所
地
域
保
健
課
保
健
福
祉

　

班
職
員

　
【
体
験
談
】（
仮
題
）「
あ
な
た
の
身
近
な
人
が

　

不
妊
で
悩
ん
で
い
た
ら
〜
不
妊
治
療
経
験
者

　

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
テ
ー
マ
に
昆
虫
写
真
家

栗
林
慧
先
生
、
浜
崎
さ
わ
こ
先
生
、
お
よ
び
会

員
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

○
と　

き　

11
月
14
日（
土
）〜
22
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
22
日
は
午
後
５
時

　

ま
で
）

○
と
こ
ろ　

江
迎
地
区
文
化
会
館「
イ
ン
フ
ィ

　

ニ
タ
ス
」

　

県
お
よ
び
県
警
察
で
は
、
高
齢
者
で
運
転
に

自
信
が
な
く
な
っ
た
人
や
運
転
す
る
必
要
が
な

く
な
っ
た
人
な
ど
を
対
象
に
自
動
車
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
い
が
同
様

の「
身
分
証
明
書
」が
必
要
な
人
は
、「
運
転
経

歴
証
明
書
」を
発
行
し
ま
す
。

【
運
転
経
歴
証
明
書
】

　

・
更
新
が
な
く
、
無
期
限
で「
身
分
証
明
書
」

　
　

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

・
交
付
手
数
料
は
、
１
，
０
０
０
円
で
す
。

　

・
免
許
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
人
や
免
許
の

　
　

停
止
処
分
・
取
消
処
分
に
該
当
す
る
人
は
、

　
　

申
請
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ　

運
転
免
許
試
験
場　

　

℡
０
９
５
７-

53-

２
１
２
８

○
と　

き　

11
月
6
日（
金
）午
後
６
時
30
分

　

〜
○
と
こ
ろ　

ア
ル
カ
ス
佐
世
保
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

　

ル（
佐
世
保
市
三
浦
町
２-

３
）

○
と　

き　

11
月
17
日（
火
）午
後
１
時
30
分

　

〜
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
と　

き　

11
月
29
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

　

後
２
時

○
と
こ
ろ　

県
立
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校　

　
（
佐
々
町
小
浦
免
１
５
７
２-

26
）

山
添　

日
奈
子 

健
剛 

度
島
浦

冨
島　

瑛
大 

昂 

滋
賀
県
湖
南
市

福
田　

楓
我 

佐
奈
栄 

朶
の
原

綾
香　

嘉
恩 

宏
章 

山
中

井
上　

奏
海 

優
市 

中
の
崎

小
川　

蓮
司 

貴
茂 

深
川

井
元　

優
里
那 

龍
典 

大
久
保

松
永　

美
理 

文
彦 

川
内
在

小
川　

結
想 

秀
樹 

紐
差
第
２

横
山　

夕
莉 

輝 

古
江

竹
田　

一 

健 

高
麗
町

【
生
月
地
区
】

片
瀬　

陽
愛 

学 

壱
部

【
田
平
地
区
】

牧
山　

結
心 

松
吾 

永
田

針
尾　

一
樹 

幸
一
郎 

米
の
内

渡
口　

詩 

直
樹 

平
戸
口

三
宅　

遼
茉 

隆
太 

南
荻
田

【
平
戸
地
区
】

出
口　

ユ
ク 

88
歳 

9
／
16 

根
獅
子
第
２

山
中　

深 

84
歳 

9
／
16 

根
獅
子
第
１

作
元　

清
子 

90
歳 

9
／
18 

下
中
津
良

宮
田　

ミ
ヤ 

101
歳 

9
／
18 

野
子

石
野　

寅
一 

87
歳 

9
／
20 

山
中

平
松　

フ
ジ
ヱ 

92
歳 

9
／
23 

宝
亀
第
４

山
添　

弘
子 

77
歳 

9
／
24 

度
島
浦

柳
田　

ナ
ツ 

99
歳 

9
／
30 

古
江

西
本　

和
子 

75
歳 

9
／
30 

上
大
垣

小
野　

ト
メ 

101
歳 

9
／
30 

木
引

江
口　

君
代 

48
歳 

10
／
1 

早
福

松
山　

ノ
イ 

98
歳 

10
／
1 

紐
差
第
１

松
本　

好
弘 

78
歳 

10
／
3 

後
平

川
村　

キ
ク 

100
歳 

10
／
5 

紐
差
第
2

平
山　

幸　
 

87
歳 

10
／
7 

堤

山
野　

勉 

48
歳 

10
／
9 

赤
坂

森　
　

進 

79
歳 

10
／
10 

中
の
原

森　
　

貞
夫 

82
歳 

10
／
12 

幸
の
浦

古
川　

キ
ク
ヱ 

88
歳 

10
／
13 

度
島
三
免

赤
木　

テ
ル 

88
歳 

10
／
13 

草
積　

松
浦　

從 

99
歳 

10
／
13 

亀
岡　

古
川　

光
子 

90
歳 

10
／
13 

度
島
中
部

山
添　

悦
治 

91
歳 

10
／
15 

度
島
浦

【
生
月
地
区
】

桝
屋　

フ
サ
子 
86
歳 

9
／
17 

浦
北

石
山　

泉 

95
歳 

9
／
21 

壱
部

森　
　

國
夫 

84
歳 

9
／
22 

浦
北

古
川　

多
計
士 
87
歳 

9
／
28 

舘
浦
屋
敷

白
石　

孝
子 

84
歳 

9
／
30 

浦
南

戸
田　

正
子 

81
歳 

10
／
13 

舘
浦
浜　

【
田
平
地
区
】

髙
野　

征
子 

77
歳 

9
／
25 

平
戸
口

濱
道　

ジ
ヱ 

95
歳 

10
／
5 

坊
田

千
北　

博
幸 

63
歳 

10
／
11 

大
久
保

川
口　

寛
美 

86
歳 

10
／
12 

上
亀

【
大
島
地
区
】

井
元　

ナ
ツ
コ 
88
歳 

10
／
6 

的
山
浦

小
田　

禎
和 

61
歳 

10
／
6 

的
山
在

　
　
　
　
　
　

（
９
／
16
〜
10
／
15
受
付
分
）
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○
と　

き　

12
月
25
日（
金
）午
前
９
時
20
分
〜

　

 

午
後
３
時
10
分

○
と
こ
ろ　

佐
々
町
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー（
健

　

康
相
談
室
）

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
12
月
４
日（
火
）ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
つ
い
て

は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

近
年
、
不
妊
に
悩
む
カ
ッ
プ
ル
は
増
加
傾
向

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
不
妊

に
関
す
る
正
し
い
知
識
は
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
不
妊
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

お
申
し
込
み
は
不
要
で
参
加
は
無
料
で
す
。

○
と　

き　

12
月
２
日（
水
） 

午
後
６
時
〜
午
後

　

８
時

○
と
こ
ろ　

県
北
保
健
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

○
対　

象　

妊
娠
を
お
考
え
の
人
や
そ
の
家
族
、

　

不
妊
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
い
人

○
内　

容

　
【
講
話
】（
仮
題
）「
不
妊
症
の
原
因
・
予
防
と

　

不
妊
治
療
の
現
状
に
つ
い
て
」山
下
レ
デ
ィ
ー

　

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長（
医
学
博
士
） 

山
下
隆

　■ひらどふれあい
　　福祉基金

　○木引町
　　小野　名美代　様

　○大阪府泉南市
　　森屋　加奈枝　様

　ありがとう
　　ございました。

や
ま
ぞ
え 

　
ひ　

な　

こ 

け
ん　
ご

と
み
し
ま 

え
い　
た 

す
ば
る

ふ
く　
だ 

ふ
う　
が 

　
さ　

な　

え

あ
や　
か 

　
か
の
ん 

ひ
ろ
あ
き

い
の
う
え 

　
み
な
と 

ゆ
う
い
ち

　
お　
が
わ 

れ
ん　
じ 

た
か
し
げ

い
の
も
と 

　
ゆ　

り　

な 

た
つ
の
り

ま
つ
な
が 

　
み　

り 

ふ
み
ひ
こ

　
お　
が
わ 

　
ゆ　

う 

ひ
で　
き

よ
こ
や
ま 

ゆ
う　
り 

あ
き
ら

た
け　
だ 

は
じ
め 

た
け
し

か
た　
せ 

　
は
る
あ 

ま
な
ぶ

ま
き
や
ま 

　
ゆ　

い 

し
ょ
う
ご

は
り　
お 

い
つ　
き 

こ
う
い
ち
ろ
う

わ
た
り
ぐ
ち 

り
ず 

な
お　
き

　
み　
や
け 

　
は
る
ま 

り
ゅ
う
た

い
で
ぐ
ち

や
ま
な
か 

ふ
か
し

さ
く
も
と 

き
よ　
こ

み
や　
た

い
し　
の 

と
ら
い
ち

ひ
ら
ま
つ

や
ま
ぞ
え 

ひ
ろ　
こ

や
な
ぎ
だ

に
し
も
と 

か
ず　
こ

　
お　

の

　
え　
ぐ
ち 

き
み　
よ

ま
つ
や
ま

ま
つ
も
と 

よ
し
ひ
ろ

か
わ
む
ら

ひ
ら
や
ま 

こ
う
よ
し

や
ま　
の 

つ
と
む

も
り 

す
す
む

も
り 

さ
だ　
お

ふ
る
か
わ

あ
か　
ぎ

ま
つ
う
ら 

よ
り

ふ
る
か
わ 

み
つ　
こ

や
ま
ぞ
え 

え
つ　
じ

　
　
　
　
 

 
　
　
　
　

ま
す　
や

い
し
や
ま 

い
ず
み

も
り 

く
に　
お

ふ
る
か
わ 

　
た　

け　

し

し
ら
い
し 

た
か　
こ

　
と　

だ 

ま
さ　
こ

た
か　
の 

せ
い　
こ

は
ま
み
ち

　
ち　
ぎ
た 

ひ
ろ
ゆ
き

か
わ
ぐ
ち 

ひ
ろ　
み

い
の
も
と

　
お　

だ 

よ
し
か
ず


